
様式２

法人名 社会医療法人　恒心会

所在地 鹿児島県鹿屋市笠之原町27番22号
　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．資　　産　　額 千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．負　　債　　額 千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．純　資  産  額 千円

　（内  　訳） （単位：千円）

(注)記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

  土地及び建物について、該当する欄の□を塗りつぶすこと。

土　　地　( ■ 法人所有　□ 賃借　□  部分的に法人所有 (部分的に賃借))

建　　物　( ■ 法人所有　□ 賃借　□  部分的に法人所有 (部分的に賃借))

財　　　産　　　目　　　録

（令和7年 3月31日現在）

※医療法人整理番号

6,960,256

3,987,118

2,973,138

金　　　　　　額区　　　　　　　　　　　　　　    分

　　Ａ　流　動　資　産

　　Ｂ　固　定　資　産

3,130,578

3,829,678

　　Ｃ　資　産　合　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ａ＋Ｂ） 6,960,256

　　Ｄ　負　債　合　計 3,987,118

　　Ｅ　純　　資　　産　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（Ｃ－Ｄ） 2,973,138



様式 3 - 1

法人名 社会医療法人　恒心会

所在地 鹿児島県鹿屋市笠之原町27番22号

　　　　　

（単位：千円）

Ⅰ流動資産 3,130,578 Ⅰ流動負債

    　　現金及び預金 1,977,013     買掛金

    　　事業未収金 1,082,063     短期借入金

   　　 たな卸資産 46,638     未払金

    　　前払費用 5,177     未払費用

    　　役職員等短期貸付金 19,429     未払法人税等

    　　その他の流動資産 255     未払消費税等

Ⅱ固定資産 3,829,678     従業員預り金

  １　有形固定資産 3,445,282     賞与引当金

    　　建物 1,443,189 　　その他の流動負債

    　　構築物 28,635

   　　 医療用器械備品 180,433

   　　 その他の器械備品 116,430

    　　車両及び船舶 4,454 Ⅱ固定負債

    　　土地 1,198,908     長期借入金

　　　　建設仮勘定 473,231     退職給付引当金

  ２　無形固定資産 53,650 　　役員退職給付引当金

    　　ソフトウェア 50,841     その他の固定負債

    　　電話加入権 2,808

  ３　その他の資産 330,745

    　　役職員等長期貸付金 69,525

    　　投資有価証券 100,000

    　　長期前払費用 5,133 Ⅰ積立金

    　　保険積立金 153,423     設立等積立金

    　　その他の固定資産 2,662     繰越利益積立金

6,960,256

(注)記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

1,572,996

115,804

820,384

※医療法人整理番号

貸　　借　　対　　照　　表

（令和7年 3月31日現在）

負　　債　　の　　部
科　　　　目 科　　　　目 金　　　額

資　　　産　　の　　部
金　　　　額

71

2,345

2,414,122

771

17,651

173,254

842,539

10,065

純　資　産　の　部

負　債　合　計

116,733

68,883

373,831

855,174

資　産　合　計

2,973,138

6,960,256

純 資 産 合 計

負債・純資産合計

科　　　　　目 金　　　額

2,117,964

2,973,138

1,444,784

3,987,118



様式 4 - 1

法人名 社会医療法人　恒心会

所在地 鹿児島県鹿屋市笠之原町27番22号

　　　　　

（単位：千円）

Ⅰ　　事　業　損　益

　　　Ａ　　本 来 業 務 事 業 損 益

           1　　　事　　業　　収　　益

　　　　　2　　　事　　業　　費　　用

　　　　　　　　　　　本　来　業　務　事　業　損　失

　　　Ｂ　　附 帯 業 務 事 業 損 益

           1　　　事　　業　　収　　益

　　　　　2　　　事　　業　　費　　用

　　　　　　　　　　　附　帯　業　務　事　業　利　益

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事　　　業　　　利　　　益

Ⅱ　　事　業　外　収　益

　　　　　　　　受　　　 取　　　 利　　　 息 911

Ⅲ　　事　業　外　費　用

　　　　　　　　支　　　 払　　　 利　　　 息 16,128

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経　　　常　　　利　　　益

Ⅳ　　特　別　利　益

Ⅴ　　特　別　損　失

　　　　　　　　そ の 他 の 特 別 損 失 139,081

　　　　　　　　　　　税　　　引　　　前　　　当　　　期　　　純　　　損　　　失

　　　　　　　　　　　法　 人 　税　 ・ 　住 　民 　税 　及 　び 　事 　業 　税 71

　　　　　　　　　　　当　　　　　　 期　 　　　　　純 　　　　　 損　　　　　　失

(注)記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

412,677

5,956,791

127,475

27,468

100,007

385,209

※医療法人整理番号

損　　益　　計　　算　　書

(自　令和6年　4月　1日　　　　至　令和7年　3月31日）

科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目 金　　　　　　　　　額

6,056,799

71

139,081

-26,894

911

16,128

-26,823

112,258



重要な会計方針等の記載及び貸借対照表等に関する注記 

 

１ 継続企業の前提に関する事項 

該当なし 

 

２ 資産の評価基準及び評価方法 

① 有価証券 

・その他有価証券（市場価格のあるもの） 

当会計年度末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は、全部純資産直  

入法により処理し、売却原価は、移動平均法により算定）によっております。 

・その他有価証券（市場価格のないもの） 

移動平均法による原価法によっております。 

② たな卸資産 

 最終仕入原価法に基づく原価法によっております。 

 

３ 固定資産の減価償却方法 

① 有形固定資産（リース資産を除く） 

定率法によっております。但し、平成１０年４月１日以降に取得した（建 

物附属設備を除く）並びに平成２８年４月１日以降に取得した建物附属設備

及び構築物については、定額法を採用しております。 

また、取得価額が 20 万円未満の減価償却資産（一括償却資産）について

は、3年間で均等に償却しております。 

なお、主な耐用年数は次の通りであります。 

   建物         １０年～３９年 

   建物付属設備      ３年～１８年 

   構築物        １０年～５０年 

   医療用器械備品     ２年～１５年 

   その他の器械備品    ２年～１５年 

   車両運搬具       ６年 

 

② 無形固定資産（リース資産を除く） 

定額法によっております。 

なお、耐用年数については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっ

ております。 

 

 



③ リース資産 

・所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用してお 

ります。 

・所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しておりま 

す。 

 

４ 引当金の計上基準 

① 貸倒引当金 

債権の貸倒れによる損失に備えるため、前々会計年度末日の負債総額が 

200億円未満であることから、一般債権について法人税法における貸倒引

当金の繰入限度額を、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可

能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 

 

② 賞与引当金 

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額のうち当会 

計年度に負担すべき額を計上しております。 

 

③ 退職給付引当金 

   職員の退職給付に備えるため、前々会計年度末日の負債総額が 200億円 

未満であることから、当会計年度末における退職給付債務を簡便法（退職 

給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方法）により計算 

し、計上しております。 

    

 ④ 役員退職慰労引当金 

役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計 

上しております。 

 

５ 消費税及び地方消費税の会計処理方法 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式によっております。 

 

 

 

 

 



６ その他貸借対照表等作成のための基本となる重要な事項 

① リース取引の処理方法 

リース取引開始日の前々会計年度末日の負債総額が 200億円未満である 

ことから、リース物件の所有権が借り主に移転すると認められるもの以外

のファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に

準じた会計処理によっております。 

 

② 補助金等の会計処理方法 

   運営費補助金のように補助対象となる支出が事業費に計上されるものに 

ついては、事業収益に計上しております。 

   固定資産の取得に係る補助金等については、受取った会計年度に特別利 

益に計上しております。 

なお、対象となる固定資産については法人税法上の圧縮記帳が認められ

ている場合は、固定資産を直接減額する方法によって処理しております。 

 

７ 担保に供されている資産に関する事項 

  【担保に供されている資産】 

科目 金額（千円） 

建物 １，４０３，８２４ 

土地 １，０９５，５２０ 

       計 ２，４９９，３４５ 

 

  【担保に係る債務】 

科目 金額（千円） 

短期借入金 ６２０，０００ 

長期借入金（１年内返済予定をむ） １，６４５，１６８ 

       計 ２，２６５，１６８ 

  

８ 医療法第５１条第１項に規定する関係事業者に関する事項 

 

 ① 法人である関係事業者 

 

    該当なし 

 

 

 



 ② 個人である関係事業者 

種類 氏名 職業 関係事業者

との関係 

取引の内容 取引金額

（千円） 

科目 期末残高

（千円） 

役員及びそ

の近親者 

小倉 雅 当法人理事

長 

債務の被保

証 

※注１ 646,668 ― ― 

 

取引の条件及び取引条件の決定方針等 

 

※1 当法人は、銀行借り入れに対して理事長 小倉 雅 より債務保証を 

受けている。なお保証料の支払は行っていない。 

 

９ 重要な偶発債務に関する事項 

    該当なし 

 

１０ 重要な後発事象に関する事項 

    該当なし 

 

１１ その他医療法人の財政状況又は損益の状況を明らかにするために必要な 

事項 

 

➀ 債権の金額、貸倒引当金及び当該債権の当期末残高 

科  目 債券金額 

(千円) 

貸倒引当金残高 

(千円) 

貸借対照表残高 

(千円) 

事業未収金 １，０８３，０５４ ９９０ １，０８２，０６３ 

役職員等長

期貸付金 

７０，８５４ １，３２９ ６９，５２５ 

   計 １，１５３，９０９ ２，３２０ １，１５１，５８８ 

   

② 簡便法適用しているが、会計基準適用時差異未処理額が存在する場合 

 の退職給付関係 

 

 

 

 



  （１）退職給付債務及びその内訳 

 （単位：千円） 

区分 退職給付引当金 役員退職給付引当金 

①  退職給付債務 

 

 

９９１，４４４ 

 

６１１，６８５ 

②  年金資産 

 

          

― 

 

― 

③  会計基準適用時 

 差異の未処理額 

 

△１４８，９０５ 

 

△４９４，９５２ 

④  退職給付引当金

（①＋②＋③） 

 

８４２，５３９ 

 

１１６，７３３ 

 

（２）会計基準適用時差異の処理年数 １０年 

 

③ 補助金等の内訳、交付者及び貸借対照表等への影響額 

                            （単位：千円） 

交 付 者 内  訳 損益計算書へ

の影響額 

貸借対照表へ

の影響額 

鹿児島県 へき地医療拠点病院運営事

業補助金他 

 

７，４１７ 

 

３，１１７ 

鹿屋市 二次救急医療体制整備補助

金他 

 

１７，０８２ 

 

１６，７４４ 

鹿児島大学 

 

臨床研修医補助事業補助金  

１，２３２ 

 

１，２３２ 

 

④ 有形固定資産の減価償却累計額    ５，１０６，６６６千円 

  

⑤ 財務諸表の記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。 


